
今
夏
に
行
わ
れ
た
、
九
回
目
と
な
る
「
ま
な
び
塾
」。
猛
暑
の
中
、
若
手
教
員
を
中
心
に
二
百
名
を
超
え
る
受
講
者
を
数
え
、
活
気
と

熱
気
に
溢
れ
た
二
十
講
座
が
実
施
さ
れ
た
。

本
会
顧
問
・
参
与
の
先
生
方
十
七
名
を
講
師
に
迎
え
て
の
単
元
づ
く
り
や
指
導
法
に
つ
い
て
の
演
習
や
講
義
、
本
会
部
会
員
に
よ
る
実

践
報
告
は
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方
に
と
っ
て
、
児
童
が
主
体
的
意
欲
的
に
学
び
、
確
か
な
言
葉
の
力
を
実
生
活
に
生
か
す
た
め
の
授
業
改

善
に
資
す
る
実
り
あ
る
一
日
と
な
っ
た
。「
ま
な
び
塾
」
の
講
座
を
参
観
し
、そ
こ
で
示
さ
れ
た
資
料
を
改
め
て
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、

二
十
講
座
に
す
べ
て
に
共
通
す
る
単
元
づ
く
り
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

二
十
講
座
か
ら
学
ぶ
単
元
づ
く
り
は
、
整
理
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
ず
、
指
導
す
る
子
供
た
ち
の
言
語
生
活
、
言
語
能
力
の
状
況
を
正
し
く
捉
え
る
こ
と
で
あ
る
。
児
童
の
実
態
の
確
実
な
把
握
で
あ
る
。

児
童
の
実
態
は
、
〇
意
欲
・
関
心
の
実
態
、
〇
能
力
の
実
態
、
○
経
験
の
実
態
、
〇
日
常
の
言
語
生
活
の
実
態
な
ど
、
観
点
を
設
定
し
て

幅
広
い
視
点
か
ら
分
析
的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。（
児
童
の
実
態
把
握
）

次
に
、
把
握
し
た
児
童
の
実
態
に
基
づ
き
、
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
て
身
に
付
け
た
い
言
葉
の
力
を
見
極
め
、
重
点
的
に
指
導
す
る

事
項
を
確
定
し
て
単
元
の
目
標
を
設
定
す
る
。（
学
習
指
導
要
領
を
踏
ま
え
る
）

そ
れ
か
ら
、
目
標
達
成
に
ふ
さ
わ
し
い
素
材
を
見
付
け
て
、
そ
の
ま
ま
使
え
る
の
か
、
一
部
を
使
う
の
か
、
加
工
し
て
使
う
の
か
、
複

数
を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
の
か
を
判
断
し
て
学
習
材
と
し
て
練
り
上
げ
る
。（
学
習
材
化
す
る
）

さ
ら
に
、
ど
ん
な
段
取
り
で
、
ど
ん
な
構
成
で
学
習
を
行
う
の
か
、
学
習
過
程
を
明
確
化
し
て
、
単
元
を
貫
い
て
言
語
活
動
を
設
定
す

る
。（
単
元
化
す
る
）

こ
の
よ
う
に
し
て
つ
く
ら
れ
た
単
元
は
、
児
童
の
主
体
的
な
思
考
・
表
現
が
発
動
さ
れ
、
協
働
的
に
課
題
解
決
が
図
ら
れ
て
い
く
。

ま
た
、
児
童
が
何
を
学
ん
だ
の
か
、
実
感
を
伴
っ
て
言
葉
の
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
単
元
学
習
を
通
し
て
身
に

付
け
た
力
は
、
実
生
活
に
生
き
て
働
く
力
と
な
っ
て
い
く
。

本
会
は
、
今
年
度
新
た
な
研
究
主
題
の
も
と
、
す
で
に
各
部
会
に
お
い
て
精
力
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
単
元
づ
く
り
は
研
究

の
中
核
と
な
っ
て
く
る
。
充
実
し
た
研
究
の
も
と
大
き
な
成
果
を
期
待
し
た
い
。

 

（
葛
飾
区
立
清
和
小
学
校
長
）

国
語
科
に
お
け
る
単
元
づ
く
り

副 

会 

長　

朴　

木　

一　

史
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

大
会
テ
ー
マ
『
未
来
を
拓
く
』
と
は
、

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お

い
て
、
自
ら
の
よ
さ
を
発
揮
し
な
が
ら

た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
こ
と
に
他
な

ら
な
い
。
国
語
教
育
は
そ
の
た
め
の

ツ
ー
ル
と
な
る
言
葉
の
力
を
、
一
人
一

人
の
児
童
に
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け
さ

せ
る
責
務
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
話
す
こ
と
聞
く
こ
と

の
領
域
に
お
い
て
、
①
自
ら
課
題
を
発

見
し
解
決
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
（
探
究

力
）
と
②
立
場
や
考
え
の
異
な
る
相
手

の
考
え
を
尊
重
し
な
が
ら
関
わ
り
合
い
、

自
己
充
実
を
目
指
し
よ
り
よ
い
も
の
へ

と
高
め
合
う
相
互
作
用
的
な
「
話
し
合

う
力
」（
思
考
力
・
表
現
力
）
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
、『
自
己
充
実
を
目
指
し
、

主
体
的
・
協
働
的
に
話
し
合
う
活
動
を

通
し
て
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力

を
育
て
る
』
を
部
会
研
究
主
題
と
し
た
。

以
下
の
視
点
で
研
究
を
進
め
て
い
く
。

二　

研
究
の
内
容

研
究
の
視
点
は
三
つ
。

（
１
） 

課
題
意
識
を
大
切
に
し
た
単
元

の
開
発
と
学
習
過
程
の
工
夫

①
話
題
設
定
の
工
夫

②
単
元
の
流
れ
の
工
夫

（
２
） 

付
け
た
い
力
を
明
確
に
し
た
指

導
の
工
夫

①
付
け
た
い
力
の
明
確
化

②
指
導
の
手
立
て

（
３
）
評
価
の
工
夫

①
評
価
補
助
簿

②
自
己
評
価
・
相
互
評
価

③
指
導
と
評
価
の
一
体
化

三　

研
究
組
織

部　

長　

前
田
佐
和
子
（
杉
並
・
四
宮
小
）

副
部
長　

山
口　

麻
衣
（
立
川
・
第
六
小
）

同　
　

石
川　

加
子
（
江
東
・
枝
川
小
）

同　
　

小
野
江　

隆

 

（
武
蔵
村
山
・
大
南
学
園
第
七
小
）

同　
　

石
井　

正
美（
大
田
・
矢
口
西
小
）

世
話
人

 

全
体 　

江
口
久
美
子
（
練
馬
・
高
松
小
）

 

全
体 　

大
村　

幸
子（
武
蔵
野
・
桜
野
小
）

 

低
学
年 　

君
塚
千
恵
子
（
葛
飾
・
奥
戸
小
）

 

中
学
年 　

朽
木　

良
美（
墨
田
・
第
四
吾
嬬
小
）

 

高
学
年 　

北
川　

雅
浩（
葛
飾
・
中
之
台
小
）

四　

研
究
方
法

全
体
会
及
び
低
・
中
・
高
学
年
分
科

会
を
設
定
し
、
分
科
会
ご
と
に
事
前
授

業
研
究
会
を
行
う
。
研
究
大
会
に
お
い

て
、
全
体
提
案
、
授
業
及
び
分
科
会
提

案
を
行
う
。

五　

年
間
指
導
講
師

 

河
村　

静
枝
先
生

 

廣
田　

経
夫
先
生

 

邑
上　

裕
子
先
生

六　

研
究
計
画

○
５
・
７ 

（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

研
究
委
員
総
会
・
研
究
組
織

○
５
・ 

11 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

研
究
主
題
・
指
導
の
重
点
検
討

○
５
・
29 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

研
究
計
画
・
研
究
内
容
の
検
討

○
６
・
25 

（
杉
並
・
杉
並
第
十
小
）

基
礎
研
究

○
７
・
３ 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

研
究
主
題
・
研
究
内
容
の
検
討

○
８
月

各
分
科
会
指
導
案
検
討

○
８
・
24 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

指
導
案
検
討

○
９
・
18 
（
杉
並
・
杉
並
第
十
小
）

指
導
案
検
討

○
10
・
５　

小
研 
授
業
者 

丸
山
秀
光

 

（
新
宿
・
富
久
小
・
３
年
）

提
案　

朽
木
良
美
（
墨
田
・
第
四
吾
嬬
小
）

○
10
・
９ 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

指
導
案
検
討

○
10
・
20
部
内
研 

授
業
者 

村
松
千
恵
子

 

（
世
田
谷
・
尾
山
台
小
・
２
年
）

提
案　

君
塚
千
恵
子
（
葛
飾
・
奥
戸
小
）

○
11
・
11 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

指
導
案
検
討

○
11
・
27
部
内
研 

授
業
者 

久
保
美
里

 

（
豊
島
・
富
士
見
台
小
・
６
年
）

提
案　

北
川　

雅
浩（
葛
飾
・
中
之
台
小
）

○
12
・
11 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

研
究
発
表
内
容
検
討
・
紀
要
検
討

○
１
・
12 

（
杉
並
・
杉
並
第
十
小
）

大
会
指
導
案
検
討
・
発
表
資
料
作
成

○
２
・
９ 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

大
会
準
備
・
資
料
作
成

○
２
・
18 

（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

大
会
前
日
準
備
・
リ
ハ
ー
サ
ル

○
２
・
19 

（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

都
小
国
研　

研
究
大
会

・
授
業
者

２
年　

芳
賀
菊
恵
（
大
田
・
糀
谷
小
）

２
年　

関
口
友
子（
墨
田
・
第
三
寺
島
小
）

３
年　

熊
本
温
子
（
墨
田
・
両
国
小
）

３
年　

中
野　

悟
（
世
田
谷
・
代
沢
小
）

６
年　

早
坂
京
乃
（
江
戸
川
・
大
杉
東
小
）

○
３
・
１ 

（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

成
果
と
課
題
・
次
年
度
に
向
け
て

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部

自
己
充
実
を
目
指
し
、
主
体
的
・

協
働
的
に
話
し
合
う
活
動
を
通
し
て

思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る

研
究
部
長　

前
田
佐
和
子

　

平
成
二
十
七
年
度

 
各
部
研
究
活
動
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一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

今
年
度
は
、
新
た
な
研
究
主
題
を
掲

げ
、
新
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
向
け
て

今
後
、
求
め
ら
れ
る
読
む
こ
と
の
能
力

を
見
定
め
た
実
践
を
目
指
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る
読

む
こ
と
の
能
力
と
は
、
実
生
活
に
生
き

て
働
く
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

具
体
的
に
は
、
多
様
な
文
章
を
目
的
に

応
じ
て
読
み
と
る
力
、
文
章
の
表
現
方

法
を
考
え
て
読
む
力
、
文
章
の
論
理
を

読
み
と
る
力
、
叙
述
や
描
写
を
想
像
し
、

味
わ
っ
て
読
む
力
、
課
題
解
決
の
た
め

に
読
む
力
と
捉
え
る
。

こ
れ
ら
の
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る

過
程
に
お
い
て
、
主
体
的
・
協
働
的
な

学
び
の
場
を
重
視
し
、
意
図
的
・
計
画

的
に
思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を

育
成
す
る
単
元
の
指
導
過
程
を
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
人
一
人
の
児

童
が
、
身
に
付
け
た
読
む
こ
と
の
能
力

を
様
々
な
実
生
活
の
場
面
で
生
か
し
、

探
究
心
を
も
っ
て
、
自
ら
の
考
え
を
広

げ
、
深
め
た
り
、
新
た
な
考
え
を
生
み

出
し
た
り
す
る
こ
と
の
で
き
る
児
童
を

育
む
実
践
を
目
指
す
。

二　

研
究
の
内
容

今
年
度
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
で
研

究
を
推
進
す
る
。

①　

目
指
す
児
童
像
の
設
定

・
読
む
こ
と
に
お
け
る
思
考
力
・
表
現

力
及
び
探
究
力
を
明
ら
か
に
し
て
、

育
て
た
い
言
語
能
力
と
具
体
的
な
児

童
の
姿
を
明
確
に
す
る
。

②　

単
元
を
貫
く
言
語
活
動
の
工
夫

・
児
童
の
課
題
意
識
を
持
続
で
き
る
単

元
を
開
発
す
る
。

③　

習
得
・
活
用
及
び
探
究
を
意
識
し

た
学
習
過
程
の
工
夫

・
主
体
的
・
協
働
的
な
学
び
を
展
開
し

な
が
ら
、
習
得
し
た
言
語
能
力
を
活

用
・
探
究
さ
せ
る
学
習
過
程
を
組
む
。

④　

思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を

育
て
る
指
導
と
評
価
の
工
夫

・
具
体
的
な
評
価
規
準
と
児
童
の
学
び

の
姿
を
明
確
に
し
、
個
に
応
じ
た
指

導
内
容
を
予
め
準
備
し
て
単
元
の
指

導
を
行
う
。

三　

研
究
方
法

全
体
会
及
び
低
・
中
・
高
学
年
分
科

会
を
設
定
し
、
研
究
大
会
に
向
け
、
講

演
会
及
び
三
回
の
授
業
研
究
を
行
う
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
、
部
長
・
副
部

長
に
加
え
て
、
研
究
主
任
・
研
究
副
主

任
・
全
体
庶
務
・
世
話
人
に
よ
る
研
究

部
会
を
開
催
し
て
研
究
を
深
め
る
。

講
師
の
指
導
を
頂
け
る
事
前
授
業
は
、

三
回
の
み
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
三
学

年
分
（
二
・
三
・
五
年
）
の
事
前
授
業

も
、
今
年
度
中
に
各
分
科
会
を
中
心
と

し
て
実
践
し
て
お
き
、
今
年
度
と
来
年

度
の
大
会
授
業
の
充
実
を
図
る
。

四　

研
究
組
織

部　

長　

佐
々
木
直
子
（
目
黒
・
中
根
小
）

副
部
長　

大
久
保
旬
子
（
新
宿
・
花
園
小
）

　
　
　
　

守
田
由
紀
子
（
品
川
・
京
陽
小
）

　
　
　
　

小
幡　

育
代（
足
立
・
千
寿
双
葉
小
）

　
　
　
　

伊
藤　
　

聡
（
目
黒
・
八
雲
小
）

研
究
主
任　

海
沼　

秀
樹（
板
橋
・
板
橋
第
四
小
）

研
究
副
主
任　

田
村
香
代
子（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

　
　
　
　

清
家
未
寿
貴（
杉
並
・
杉
並
第
一
小
）

　
　
　
　

吉
田　

未
希（
江
戸
川
・
平
井
小
）

全
体
庶
務　

江
﨑　

一
紀（
足
立
・
栗
原
北
小
）

　
　
　
　

村
松
由
紀
子
（
中
野
・
鷺
宮
小
）

　
　
　
　

西
田　

太
郎
（
品
川
・
台
場
小
）

世
話
人
低　

小
澤
ほ
な
み
（
中
央
・
佃
島
小
）

　
　
　

中　

山
本　

友
美（
足
立
・
保
木
間
小
）

　
　
　

高　

飯
田　
　

学（
江
東
・
第
五
砂
町
小
）

五　

研
究
計
画

○
５
・
７　

研
究
委
員
総
会
・
研
究
組
織

○
６
・
29　

 

杉
並
・
高
井
戸
小

研
究
主
題
、研
究
内
容
・
方
法
の
検
討

○
７
・
13　

 
目
黒
・
中
根
小

理
論
研
究
・
講
演
会（
岸
本
修
二
先
生
）

○
７
・
８
月
中　
各
分
科
会
の
授
業
研
究

○
９
・
24　

各
分
科
会
の
取
り
組
み
報
告

○
10
・
26　

 

新
宿
・
落
合
第
一
小

低
学
年
分
科
会
研
究
授
業　

一
年

 

授
業
者　

福
山　

貴
司

 

講
師　

藤
田
慶
三
先
生

○
11
・
13　

 

目
黒
・
八
雲
小

高
学
年
分
科
会
研
究
授
業　

六
年

 

（
小
研
）
授
業
者　

大
久
保　

啓

 

講
師　

藤
井　

治
先
生

○
11
・
30　

 

杉
並
・
荻
窪
小

中
学
年
分
科
会
研
究
授
業　

四
年

 

授
業
者　

羽
田　

美
砂

 

講
師　

岸
本
修
二
先
生

○
１
月
〜
２
月　

研
究
大
会
事
前
研
究
・

 

大
会
授
業
・
発
表
内
容
の
検
討

○
２
・
18　

 

杉
並
・
高
井
戸
小

研
究
発
表
準
備
・
リ
ハ
ー
サ
ル

○
２
・
19　

研
究
大
会 

杉
並
・
高
井
戸
小

授
業
者　

一
年 

荒
川
区
立
汐
入
東
小
学
校

 

山
内　

由
希

　
　
　

二
年 

調
布
市
立
緑
ヶ
丘
小
学
校

 

小
黒　

靖
子

　
　
　

四
年 

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

 

林　
　

真
弓

　
　
　

五
年 

立
川
市
立
第
二
小
学
校

 

大
中　

潤
子

　
　
　

六
年 

杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校

 

田
村
香
代
子

読
む
こ
と
部

実
生
活
に
生
き
る
言
葉
の
力
を
育
む

読
む
こ
と
の
活
動
を
通
し
て
、思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る

読
む
こ
と
部
研
究
部
長　

佐
々
木
直
子

‒ 3 ‒



一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

書
く
こ
と
は
自
己
の
思
い
を
表
現
す

る
こ
と
そ
の
も
の
で
あ
る
。
一
人
一
人

の
児
童
が
、
誰
に
何
を
伝
え
る
た
め
に

書
く
の
か
と
い
う
意
識
を
明
確
に
も
ち
、

書
き
進
め
、最
終
的
に「
書
い
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
学
習
活
動
は
、
実
の
場

に
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、
思
考
力
・

表
現
力
、
探
究
力
を
育
て
る
た
め
に
有

効
で
あ
る
。
ま
た
、
取
材
・
選
材
・
構

成
・
記
述
・
推
敲
の
各
過
程
で
他
者
と

交
流
す
る
こ
と
で
、
自
他
の
良
さ
に
気

付
き
、
表
現
内
容
や
伝
え
る
技
術
も
学

び
合
え
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
児
童

が
主
体
的
・
協
働
的
に
学
び
な
が
ら
書

く
力
を
確
実
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い
と

考
え
、
研
究
主
題
を
設
定
し
た
。

二　

研
究
の
内
容

◇
思
考
力
・
表
現
力
を
育
て
る
た
め
に

①
単
元
開
発

・
学
習
材
の
工
夫

・
例
文
の
工
夫

・
学
習
シ
ー
ト
の
工
夫

②
日
常
的
な
言
語
活
動

・
語
彙
を
増
や
す
工
夫
・
読
書
の
推
進

③
評
価
規
準
の
明
確
化

・
個
に
応
じ
た
指
導
と
評
価

・
教
師
に
よ
る
評
価

◇
探
究
力
を
育
て
る
た
め
に

①
児
童
の
興
味
・
関
心
、
課
題
を
生
か

し
た
言
語
活
動

②
学
習
過
程
の
工
夫

・
単
元
を
貫
く
言
語
活
動

・
０
次
の
設
定

・
往
復
で
き
る
柔
軟
な
学
習
過
程

・
実
の
場
に
お
け
る
活
用

・
実
感
と
し
て
の
自
己
評
価

三　

研
究
組
織

部　

長　

早
坂
ひ
と
み
（
江
東
・
扇
橋
小
）

副
部
長　

林　

嘉
瑞
子
（
渋
谷
・
幡
代
小
）

同　
　

小
池　

隆
一
（
中
野
・
桃
花
小
）

同　
　

増
田　

好
範（
足
立
・
千
寿
本
町
小
）

同　
　

深
津　

郁
子（
江
戸
川
・
平
井
東
小
）

同　
　

豊
田　

純
子（
江
戸
川
・
江
戸
川
小
）

世
話
人

 

全
体 　

井
上　

陽
童
（
立
川
・
新
生
小
）

 

低
学
年 　

髙
橋　

桃
子
（
江
東
・
扇
橋
小
）

 

中
学
年 　

清
水　

絵
里
（
北
・
稲
田
小
）

 

高
学
年 　

松
江　

宣
彦
（
中
野
・
白
桜
小
）

庶　

務

 

全
体 　

筧　

理
沙
子（
学
大
附
小
金
井
小
）

 

低
学
年 　

三
枝　

美
絵
（
羽
村
・
松
林
小
）

 

中
学
年 　

松
村　

優
子
（
板
橋
・
桜
川
小
）

 

高
学
年 　

藤
村
由
紀
子
（
江
東
・
東
陽
小
）

会　

計　

吉
田　

知
美（
渋
谷
・
本
町
学
園
小
）

四　

研
究
方
法

全
体
会
及
び
低
・
中
・
高
学
年
分
科

会
を
設
定
し
、
分
科
会
ご
と
に
事
前
授

業
研
究
会
を
行
う
。
研
究
大
会
に
お
い

て
、
全
体
提
案
、
授
業
及
び
分
科
会
提

案
を
行
う
。

五　

年
間
指
導
講
師

 

大
熊　
　

徹　

先
生

 

成
家　

亘
宏　

先
生

六　

研
究
計
画

○
５
・
７ 

（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

研
究
委
員
総
会

○
５
・
28 

（
江
東
・
扇
橋
小
）

研
究
主
題
・
研
究
計
画
の
検
討

○
６
・
18 

（
江
東
・
扇
橋
小
）

研
究
計
画
・
研
究
内
容
の
検
討

○
７
・
25 

（
杉
並
・
杉
一
小
）

ま
な
び
塾

提
案　

藤
村
由
紀
子
（
江
東
・
東
陽
小
）

　
　
　

笹
木　

望
美
（
渋
谷
・
幡
代
小
）

○
８
・
４ 

（
江
東
・
扇
橋
小
）

研
究
授
業
事
前
研
究
（
分
科
会
）

講
演　

大
熊　

徹　

先
生

・
書
く
こ
と
部
の
基
本
的
な
理
念

・ 

今
年
度
の
研
究
主
題
と
書
く
こ
と

部
の
視
点
に
つ
い
て

・
各
分
科
会
授
業
計
画
に
つ
い
て

○
10
・
６ 

（
渋
谷
・
幡
代
小
）

中
学
年
分
科
会
研
究
授
業

授
業
者　

三
学
年　

尾
久
由
有
子

○
10
・
15 

（
江
東
・
東
陽
小
）

高
学
年
分
科
会
研
究
授
業

授
業
者　

五
学
年　

藤
村
由
紀
子

○
10
・
30 

（
台
東
・
黒
門
小
）

高
学
年
分
科
会
研
究
授
業

授
業
者　

六
学
年　

椎
名　

景
子

○
11
・
16 

（
台
東
・
谷
中
小
）

低
学
年
分
科
会
研
究
授
業
（
小
研
）

授
業
者　

一
学
年　

矢
作　

朋
子

○
１
・
５　

２
・
12 

（
江
東
・
扇
橋
小
）

大
会
指
導
案
検
討
・
発
表
資
料
作
成

○
２
・
18 

（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

大
会
前
日
準
備
・
リ
ハ
ー
サ
ル

○
２
・
19 

（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

研
究
大
会

・
授
業
者

一
学
年　

三
枝
美
絵
（
羽
村
・
松
林
小
）

四
学
年　

石
野
夏
子（
太
田
・
馬
込
第
三
小
）

五
学
年　

吉
田
知
美（
渋
谷
・
本
町
学
園
小
）

六
学
年　

安
原
功
将（
杉
並
・
高
井
戸
小
）

・
提
案

全　

体　

井
上
陽
童 （
立
川
・
新
生
小
）

低
学
年　

髙
橋
桃
子 （
江
東
・
扇
橋
小
）

中
学
年　

清
水
絵
里 

（
北
・
稲
田
小
）

高
学
年　

松
江
宣
彦 

（
中
野
・
白
桜
小
）

○
３
・
３ 

（
江
東
・
扇
橋
小
）

成
果
と
課
題
・
次
年
度
に
向
け
て

書
く
こ
と
部

実
の
場
で
活
用
す
る
、
主
体
的
・

協
働
的
な
書
く
活
動
を
通
し
て
、

思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を

育
て
る

研
究
部
長　

早
坂
ひ
と
み

‒ 4 ‒



一　

研
究
主
題
に
つ
い
て

言
語
文
化
部
は
、「
伝
統
的
な
言
語

文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」

の
内
容
に
関
わ
る
研
究
を
担
っ
て
い
る
。

現
行
の
学
習
指
導
要
領
が
告
示
さ
れ

た
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
、「
伝
統
的

な
言
語
文
化
」
に
関
す
る
指
導
に
関
し

て
、
学
習
材
の
開
発
・
学
習
指
導
の
工

夫
・
評
価
の
在
り
方
に
つ
い
て
研
究
授

業
を
通
じ
て
研
究
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

今
年
度
、
本
会
研
究
主
題
が
新
し
く

な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
言
語
文
化
部
の

主
題
も
刷
新
し
た
。
本
会
研
究
主
題
の

「
未
来
を
拓
く
」を
言
語
文
化
部
は
、「
言

語
文
化
に
出
会
い
、
言
語
文
化
や
言
葉

と
戯
れ
親
し
む
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
良

さ
に
気
付
き
、
今
後
も
尊
重
し
て
い
こ

う
と
す
る
思
い
や
我
が
国
の
伝
統
文
化

を
継
承
し
、
新
た
な
創
造
へ
と
つ
な
い

で
い
く
態
度
を
育
て
る
」
こ
と
で
あ
る

と
し
た
。
ま
た
、副
主
題
の
「
思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
」
を
育
て
て
い
く

た
め
に
は
、
児
童
が
主
体
的
に
そ
し
て

協
働
的
に
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
欠

か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
、「
自
ら
表
現
し
、

学
び
合
う
活
動
」
を
通
し
て
、
こ
れ
ま

で
の
研
究
の
成
果
を
基
盤
に
、
言
語
文

化
に
親
し
む
児
童
の
姿
を
明
確
に
し
、

思
考
力
・
表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て

る
た
め
に
、
学
習
展
開
を
ど
う
工
夫
す

る
の
か
等
に
つ
い
て
、
研
究
を
深
め
て

い
く
。

ま
た
、
言
語
文
化
部
は
、
学
習
材
の

発
掘
、
単
元
化
を
ど
の
年
度
に
お
い
て

も
提
案
し
て
き
て
お
り
、
今
年
度
も
児

童
の
実
生
活
に
根
ざ
し
た
学
習
材
の
開

発
を
合
わ
せ
て
研
究
の
中
核
に
据
え
て

研
究
を
進
め
て
い
く
。

二　

研
究
の
内
容

○ 　

伝
統
的
な
言
語
文
化
に
親
し
む
た

め
の
学
習
材
の
開
発
と
単
元
開
発

児
童
の
身
の
回
り
に
は
、
様
々
な
言

語
文
化
が
根
付
い
て
い
る
。
児
童
の
言

語
生
活
及
び
言
語
現
象
そ
の
も
の
等
も

学
び
の
対
象
で
あ
る
と
い
う
考
え
に
立

ち
、
こ
れ
ら
の
中
か
ら
学
習
材
を
発
掘

し
て
い
く
。
ま
た
、
必
然
性
の
あ
る
言

語
活
動
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
、
国
語
単

元
学
習
と
し
て
単
元
化
し
て
い
く
。

三　

研
究
組
織

部　

長　

篠
原　

敦
子
（
港
・
高
輪
台
小
）

副
部
長　

平
林
久
美
子
（
墨
田
・
曳
舟
小
）

　
　
　
　

和
田　

京
子
（
港
・
南
山
小
）

　
　
　
　

河
村　

祐
好（
武
蔵
野
・
第
四
小
）

世
話
人　

小
木　

和
美（
渋
谷
・
本
町
学
園
小
）

　
　
　
　

宇
賀
村
康
子 

（
文
京
・
誠
之
小
）

　
　
　
　

岡
崎　

智
子
（
杉
並
・
八
成
小
）

庶　

務　

山
下　

美
香（
学
大
附
・
大
泉
小
）

　
　
　
　

松
波　

智
恵
（
豊
島
・
豊
成
小
）

会　

計　

端
山　

桃
子（
世
田
谷
・
武
蔵
丘
小
）

　
　
　
　

本
村　

文
香（
三
鷹
・
大
沢
台
小
）

四　

研
究
計
画

５
・
７　

研
究
委
員
総
会

５
・
22　

研
究
主
題
検
討

６
・
18　

組
織
・
計
画
等
検
討

７
・
27　

夏
の
研
修
会
Ⅰ

 

講
師　

平
林
久
美
子

７
・
28　

夏
の
一
日
研
修
会
Ⅱ

 

講
師　

今
村
久
二
先
生

９
・
８　

研
究
授
業
事
前
研
究

９
・
28　
（
小
研
）
高
学
年
研
究
授
業

 

（
学
芸
大
学
附
属
大
泉
小
学
校
）

 

六
年
・
山
下
美
香
教
諭

 

講
師　

今
村
久
二
先
生

10
・
30　

中
学
年
研
究
授
業

 

（
渋
谷
区
立
渋
谷
本
町
学
園
小
学
校
）

 

三
年
・
小
木
和
美
主
任
教
諭

 

講
師　

今
村
久
二
先
生

11
・
17　

低
学
年
研
究
授
業

 
（
町
田
市
立
忠
生
小
学
校
）

 
一
年　

三
原
愛
子
教
諭

 

講
師　

今
村
久
二
先
生

12
・
８　

大
会
授
業
事
前
研
究

１
・
８　

 

大
会
授
業
事
前
研
究
・

研
究
発
表
内
容
検
討

２
・
８　

 

大
会
授
業
指
導
案
・

資
料
の
作
成

２
・
18　

大
会
前
日
準
備

２
・
19　

都
小
国
研
研
究
大
会

 

講
師　

今
村
久
二
先
生

２
・
26　

 

今
年
度
の
成
果
と
課
題

次
年
度
の
研
究
計
画

 

講
師　

今
村
久
二
先
生

研
究
大
会
授
業
者

一
年　

河
野
久
美
子
主
任
教
諭

 

（
杉
並
区
立
和
田
小
学
校
）

　
　
　

今
泉
万
里
恵
主
任
教
諭

 

（
杉
並
区
立
高
井
戸
小
学
校
）

四
年　

本
村
文
香
主
任
教
諭

 

（
三
鷹
市
立
大
沢
台
小
学
校
）

六
年　

市
毛
大
子
主
幹
教
諭

 

（
新
宿
区
立
戸
山
小
学
校
）

全
体
提
案

小
木
和
美
主
任
教
諭

 

（
渋
谷
区
渋
谷
本
町
学
園
小
学
校
）

宇
賀
村
康
子
指
導
教
諭

 

（
文
京
区
立
誠
之
小
学
校
）

岡
崎
智
子
主
任
教
諭

 

（
杉
並
区
立
八
成
小
学
校
）

言
語
文
化
部

言
語
文
化
に
親
し
み
、
自
ら
表
現
し
、

学
び
合
う
活
動
を
通
し
て
、
思
考
力
・

表
現
力
及
び
探
究
力
を
育
て
る

研
究
部
長　

篠
原　

敦
子
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一　

ま
な
び
塾
の
趣
旨

国
語
科
指
導
の
基
礎
基
本
を
学
ぶ
研

修
で
あ
る
。
児
童
の
主
体
的
な
学
び
を

引
き
出
す
授
業
づ
く
り
の
た
め
、
具
体

的
な
教
材
開
発
や
指
導
の
工
夫
な
ど
実

践
に
生
か
せ
る
研
修
を
目
指
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
講
義
だ
け
で
な
く
、
実
践

的
な
演
習
や
授
業
実
践
の
紹
介
を
通
し

て
、
指
導
方
法
の
悩
み
に
応
え
る
な
ど

参
加
者
の
自
主
的
な
学
び
を
大
切
に
し

て
い
る
。

二　

本
年
度
の
状
況

今
年
度
で
九
回
目
と
な
る
東
京
都
小

学
校
国
語
教
育
研
究
会
「
ま
な
び
塾
」

は
、
二
百
三
十
五
名
の
参
加
者
を
迎
え
、

七
月
二
十
五
日
（
土
）、
杉
並
区
立
杉

並
第
一
小
学
校
で
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
、
九
時
四
十
五
分
か
ら
校
内

放
送
に
よ
る
全
体
会
が
行
わ
れ
、
講
師

紹
介
に
続
い
て
、
ま
な
び
塾
の
趣
旨
説

明
や
当
日
の
流
れ
等
事
務
連
絡
が
あ
っ

た
。
十
時
か
ら
コ
ー
ス
ご
と
に
午
前
の

部
の
研
修
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
も
午

前
と
午
後
の
研
修
時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
二

時
間
半
と
し
た
。

講
師
に
は
、
都
小
国
研
О
Ｂ
を
お
招

き
し
て
、
基
礎
基
本
と
な
る
指
導
と
と

も
に
、
新
し
い
考
え
方
を
盛
り
込
ん
だ

指
導
法
等
を
ご
指
導
い
た
だ
い
た
。
ま

た
、
講
義
、
各
部
か
ら
の
実
践
報
告
、

演
習
な
ど
に
加
え
、
受
講
者
の
討
議
や

発
表
が
行
わ
れ
、
充
実
し
た
研
修
と

な
っ
た
。

今
年
度
も
参
加
者
の
要
望
を
受
け
、

午
前
と
午
後
の
内
容
を
異
な
る
領
域
で

組
み
合
わ
せ
て
実
施
し
、
研
修
の
幅
が

広
が
る
よ
う
に
し
た
。

三　

各
コ
ー
ス
内
容
及
び
講
師

Ａ 

（
午
前
）
音
読
・
朗
読
指
導
を
取
り

入
れ
た
読
む
こ
と
の
単
元
の
工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

宮
島
雄
一
先
生

Ａ 

（
午
後
）
伝
統
的
な
言
語
文
化
を
楽

し
み
、
古
典
に
親
し
む
指
導
の
工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

成
家
亘
宏
先
生

Ｂ 

（
午
前
）
伝
統
的
な
言
語
文
化
を
楽

し
み
、
古
典
に
親
し
む
指
導
の
工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

今
村
久
二
先
生

Ｂ 

（
午
後
）
グ
ル
ー
プ
・
全
体
の
話
合

い
の
力
を
付
け
る
指
導

 

都
小
国
研
参
与　

井
上
紋
子
先
生

 

都
小
国
研
参
与　

網　

淑
子
先
生

Ｃ 

（
午
前
）
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の

題
材
や
単
元
づ
く
り

 

都
小
国
研
参
与　

廣
田
経
夫
先
生

Ｃ 

（
午
後
）
論
理
的
に
考
え
表
現
す
る

力
を
育
て
る
単
元
づ
く
り
や
指
導
の

工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

村
越　

正
則
先
生

Ｄ 

（
午
前
）
話
合
い
の
力
を
付
け
る
指

導（
受
け
る
・
つ
な
げ
る
・
ま
と
め
る
）

 

都
小
国
研
参
与　

井
上　

紋
子
先
生

 

都
小
国
研
参
与　

網　
　

淑
子
先
生

Ｄ 

（
午
後
）
言
葉
の
力
を
磨
く
俳
句
や

短
歌
・
詩
の
指
導
の
進
め
方

 

都
小
国
研
参
与　

小
林　

一
朗
先
生

Ｅ 

（
午
前
）
読
む
こ
と
に
お
け
る
板
書

や
ノ
ー
ト
指
導
の
工
夫

 

都
小
国
研
参
与　

小
林　

一
朗
先
生

Ｅ 

（
午
後
）
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
の

題
材
や
単
元
づ
く
り

 

都
小
国
研
参
与　

河
村　

静
枝
先
生

Ｆ 

（
午
前
）
発
達
段
階
に
応
じ
た
書
く

こ
と
の
題
材
と
指
導
の
工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

邑
上　

裕
子
先
生

Ｆ 

（
午
後
）
文
学
的
文
章
や
説
明
的
文

章
の
教
材
研
究
の
進
め
方
と
指
導
の

工
夫

 
都
小
国
研
参
与　

五
十
井
美
知
子
先
生

Ｇ 
（
午
前
）
対
話
や
話
合
い
、
ス
ピ
ー

チ
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導

の
工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

㓛
刀　

道
子
先
生

Ｇ 

（
午
後
）
進
ん
で
書
く
よ
う
に
な
る

単
元
の
開
発

 

都
小
国
研
顧
問　

安
達　

知
子
先
生

Ｈ 

（
午
前
）
子
供
が
主
体
的
に
読
み
深

め
る
説
明
文
の
単
元
づ
く
り

 

都
小
国
研
参
与　

斉
藤
と
も
子
先
生

Ｈ 

（
午
後
）
読
書
感
想
文
や
物
語
文
、

随
筆
な
ど
の
書
き
方
と
指
導
の
工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

田
中　

延
男
先
生

Ｉ 

（
午
前
）
意
見
文
や
論
理
的
文
章
の

書
き
方
と
指
導
の
工
夫

 

都
小
国
研
参
与　

福
永　

睦
子
先
生

Ｉ 

（
午
後
）
子
供
が
主
体
的
に
読
み
深

め
る
物
語
文
の
単
元
づ
く
り

 

都
小
国
研
参
与　

廣
田　

経
夫
先
生

Ｊ 

（
午
前
）
読
書
と
つ
な
げ
た
読
む
こ

と
の
授
業
の
工
夫

 

都
小
国
研
顧
問　

村
越　

正
則
先
生

Ｊ 

（
午
後
）
子
供
の
発
言
の
整
理
・
分

類
の
仕
方

 

都
小
国
研
顧
問　

井
出　

一
雄
先
生

四　

感
想
及
び
要
望

研
修
内
容
に
つ
い
て
は
、
九
割
以
上

の
参
加
者
か
ら
大
変
満
足
、
満
足
と
い

う
回
答
を
得
た
。
講
義
や
演
習
、
実
践

報
告
は
、
二
学
期
に
早
速
生
か
せ
る
よ

い
内
容
で
あ
っ
た
。
一
方
、
領
域
の
組

み
合
わ
せ
や
対
象
の
明
示
等
に
つ
い
て

要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
講
師

の
先
生
方
、
実
践
報
告
者
の
皆
様
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。

平
成
二
十
七
年

ま
な
び
塾
活
動
報
告

副
会
長　

鈴
木　

知
徳
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多
摩
地
区
研
究
会
で
は
、
例
年
、
都

小
国
研
総
会
後
、
多
摩
地
区
の
総
会
・

研
究
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。

平
成
二
十
七
年
度
は
、
六
月
五
日

（
金
）、
福
生
市
立
福
生
第
五
小
学
校
を

会
場
に
し
て
行
っ
た
。

一　

多
摩
地
区
総
会

都
小
国
研
の
遠
藤
真
司
前
会
長
を
は

じ
め
、
本
会
の
諸
先
輩
方
も
多
数
ご
参

会
の
中
、
議
事
を
円
滑
に
進
行
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

・
平
成
二
十
六
年
度
の
研
究
主
題
に

沿
っ
た
各
研
究
部
月
例
会
や
研
究
授

業
等
の
研
究
活
動
、
普
及
啓
発
活
動

と
し
て
の
「
多
摩
ま
な
び
塾
」
の
開

催
等
に
つ
い
て
の
報
告

・
平
成
二
十
七
年
度
役
員
の
承
認
、
新

会
長
・
役
員
の
挨
拶

・
都
小
国
研
の
研
究
主
題
「
未
来
を
拓

く
国
語
教
育
の
創
造
―
思
考
力
・
表

現
力
及
び
探
求
力
が
育
つ
言
語
活
動

の
充
実
―
」
に
沿
っ
た
多
摩
地
区
に

お
け
る
研
究
活
動
の
計
画
に
つ
い
て

の
提
案

・
承
認

平
成
二
十
七
年
度
は
、
各
研
究
部
に

お
い
て
、
都
小
国
研
の
研
究
主
題
・
副

主
題
を
具
体
化
す
る
よ
う
研
究
を
進
め
、

多
摩
地
区
各
支
部
に
還
元
す
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

二　

研
究
大
会

（
一 

）前
年
度
の
東
京
都
教
育
研
究
員
に

よ
る
授
業
公
開

平
成
二
十
六
年
度
の
東
京
都
教
育
研

究
員
で
あ
っ
た
福
生
市
立
福
生
第
五
小

学
校
の
拝
原
奈
穂
実
主
任
教
諭
が
研
究

成
果
を
生
か
し
、
研
究
授
業
「
教
え
る

よ
！
楽
し
い
む
か
し
遊
び（
教
材
名「
こ

ま
を
楽
し
む
」
光
村
図
書
）」（
第
三
学

年
）
を
行
っ
た
。

単
元
を
貫
く
言
語
活
動
「
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
作
り
」
の
設
定
、
学
習
過
程
や

評
価
の
工
夫
、
そ
し
て
、
比
較
・
関
連

付
け
て
読
ま
せ
る
た
め
の
工
夫
を
通
し

て
読
む
力
・
表
現
す
る
力
を
付
け
る
授

業
の
提
案
が
な
さ
れ
た
。

（
二
）
支
部
の
研
究
発
表
（
福
生
支
部
）

毎
年
、
多
摩
地
区
支
部
の
研
究
発
表

を
行
っ
て
い
る
。
今
年
度
は
、
福
生
市

立
学
校
教
育
研
究
会
小
学
校
国
語
部
会

が
発
表
し
た
。

福
生
支
部
で
は
、
書
く
こ
と
に
関
す

る
児
童
の
実
態
な
ど
か
ら
、「
主
体
的

に
書
く
こ
と
の
で
き
る
児
童
」
を
育
成

し
た
い
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、「
主
体

的
に
考
え
判
断
し
表
現
す
る
児
童
の
育

成
―
小
中
九
年
間
の
連
続
性
を
意
識
し

て
―
」
を
研
究
主
題
と
し
て
、
九
年
間

の
発
達
段
階
を
踏
ま
え
た
指
導
の
系
統

表
を
作
成
し
、「
書
く
こ
と
」
の
各
過

程
に
お
け
る
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

授
業
研
究
を
通
し
て
研
究
を
進
め
て
い

る
。

（
三
）
指
導
・
講
評

都
小
国
研
前
会
長
の
遠
藤
真
司
先
生

か
ら
は
、
様
々
な
視
点
か
ら
貴
重
な
ご

指
導
、
ご
助
言
を
い
た
だ
い
た
。

・
本
日
の
授
業
は
、
教
師
の
指
導
が
よ

く
、
子
ど
も
た
ち
も
力
が
あ
っ
た
。

掲
示
物
に
も
工
夫
が
あ
っ
た
。

・
文
章
の
字
面
を
読
む
だ
け
で
な
く
、

生
活
経
験
と
つ
な
げ
る
、
実
物
を
取

り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
読
み
を
深
め

さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

・
こ
れ
か
ら
の
学
習
で
は
、
自
分
か
ら

進
ん
で
取
り
組
む
学
習
、
友
達
と
協

力
し
合
う
学
習
に
よ
り
身
に
付
け
た

力
を
、
課
題
解
決
に
生
か
す
よ
う
に

さ
せ
た
い
。

三　

研
究
計
画

都
小
国
研
で
は
、
今
年
度
よ
り
部
会

名
を
改
め
た
た
め
、
多
摩
地
区
研
究
会

も
同
様
に
変
更
し
た
。

〈
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
部
〉

定 

例 

会
：
毎
月
一
回

研
究
授
業
：
年
一
回

月　
　

日
：
二
月
二
日（
火
）第
二
学
年

会　
　

場
：
西
東
京
市
立
け
や
き
小
学
校

授 

業 

者
：
山
地　

智
美 

教
諭

講　
　

師
：
邑
上　

裕
子 

先
生

 

（
元
都
小
国
研
顧
問
）

〈
読
む
こ
と
部
〉

定 

例 

会
：
毎
月
一
回

研
究
授
業
：
年
一
回

月　
　

日
：
十
二
月
三
日（
木
）第
五
学
年

会　
　

場
：
青
梅
市
立
第
二
小
学
校

授 

業 

者
：
松
井　

優
子 

指
導
教
諭

講　
　

師
：
井
出　

一
雄 

先
生

 

（
元
都
小
国
研
顧
問
）

〈
書
く
こ
と
部
〉

定 

例 

会
：
毎
月
一
回

研
究
授
業
：
年
一
回

月　
　

日
：
一
月
二
十
六
日（
火
）第
二
学
年

会　
　

場
：
小
金
井
市
立
南
小
学
校

授 

業 

者
：
後
藤　

夏
美 

教
諭

講　
　

師
：
安
達　

知
子 

先
生

 

（
元
都
小
国
研
顧
問
）

〈
言
語
文
化
部
〉（
休
部
中
）

再
開
に
向
け
て
努
力
し
て
い
る
。

四　

第
七
回
多
摩
ま
な
び
塾

日
時
： 

十
月
三
十
一
日（
土
）

午
前
九
時
十
五
分
〜
正
午

会
場
：
昭
島
市
立
中
神
小
学
校

内
容
： 

三
領
域
と
伝
統
的
な
言
語
文
化

の
指
導
に
関
す
る
四
講
座

平
成
二
十
七
年
度　

都
小
国
研

多
摩
地
区
総
会
・
研
究
大
会
報
告

副
会
長　

忰
田　

康
之
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本
支
部
で
は
、「
読
む
こ
と
」
の
領

域
で
、
児
童
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
指
導
法
の
工
夫
に
つ
い
て
、
実

践
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
年

間
三
回
の
研
究
授
業
で
、
授
業
者
は
ね

ら
い
に
沿
っ
た
指
導
の
工
夫
に
挑
戦
し
、

部
員
は
、
グ
ル
ー
プ
討
議
や
講
師
の
指

導
を
受
け
る
こ
と
で
学
び
合
い
ま
す
。

月
一
回
の
部
会
で
は
、
実
践
報
告
や

研
修
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

「
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
」
に
つ
い
て

学
び
、
学
習
過
程
や
指
導
法
の
改
善
、

教
材
開
発
な
ど
を
積
極
的
に
進
め
て
い

ま
す
。「
読
む
こ
と
」
の
指
導
に
欠
か

せ
な
い
読
書
指
導
の
充
実
を
図
る
た
め

実
技
研
修
等
も
取
り
入
れ
ま
し
た
。

年
度
末
の
全
体
発
表
会
で
、
他
の
研

究
部
に
も
活
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
実
践
報
告
や
演
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。

【
今
年
度
の
研
究
・
研
修
の
概
要
】

○
研
究
授
業
三
回

 

（
六
月
・
十
月
・
十
二
月
）

○
書
写
実
技
研
修 

（
八
月
）

○ 

研
修
会
「
単
元
を
貫
く
言
語
活
動
に

つ
い
て
」 

（
七
月
）

○
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
研
修
会 

（
十
一
月
）

○
読
書
感
想
文
コ
ン
ク
ー
ル
審
査

 

（
十
月
）

○
書
写
連
合
作
品
展 

（
二
月
）

○
研
究
発
表
会 

（
二
月
）

本
市
は
国
語
部
と
い
う
も
の
は
あ
り

ま
せ
ん
。
授
業
改
善
研
究
会
と
い
う
名

称
で
各
校
か
ら
部
員
が
集
ま
り
，
国
語

の
研
究
を
進
め
て
い
る
と
い
う
部
会
で

す
。
部
員
は
、
各
校
の
事
情
で
配
属
さ

れ
る
た
め
、
必
ず
し
も
一
定
し
な
い
の

が
現
状
で
す
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
、

一
年
間
の
研
究
テ
ー
マ
の
下
、
授
業
改

善
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
年
度
の
部
員
数
は
二
十
四
名
。
小

学
校
十
三
校
で
す
か
ら
、
お
よ
そ
一
校

当
た
り
二
人
の
所
属
で
す
。

一　

本
年
度
の
研
究

昨
年
度
の
テ
ー
マ
を
引
継
ぎ
、
読
み

取
り
を
元
に
し
な
が
ら「
表
現
す
る
力
」

に
目
を
向
け
た
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

サ
ブ
テ
ー
マ
を
『
表
現
さ
せ
る
場
を
い

か
に
確
保
し
指
導
す
る
か
』
と
定
め
て
、

研
究
を
焦
点
化
し
ま
し
た
。

表
現
さ
せ
る
に
は
、
表
現
さ
せ
る
内

容
が
必
要
。
そ
し
て
、
そ
の
場
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
そ
れ
ら
を
授

業
の
中
で
位
置
付
け
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
、
こ
う
し
た

テ
ー
マ
、
及
び
サ
ブ
テ
ー
マ
を
定
め
て

の
研
究
と
し
ま
し
た
。

研
究
授
業
は
年
間
三
回
実
施
し
ま
す
。

一
回
目
は
七
月
、
二
回
目
は
十
一
月
、

最
後
は
十
二
月
に
行
い
ま
す
。

例
年
、
講
師
に
は
東
京
都
練
馬
区
立

光
が
丘
夏
の
雲
小
学
校
の
遠
藤
真
司
校

長
先
生
を
お
迎
え
し
て
、
ご
指
導
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

二　

研
究
発
表

授
業
改
善
研
究
会
は
、
毎
年
三
〜
四

教
科
ず
つ
順
番
に
研
究
発
表
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。
国
語
部
会
は
今
年
度
発
表

の
順
番
。
二
月
に
、
市
内
小
中
学
校
教

員
が
全
員
悉
皆
で
集
ま
り
ま
す
。

今
年
度
の
取
組
を
基
に
、
国
語
科
の

授
業
方
法
自
ら
確
認
し
、
さ
ら
に
市
内

に
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
研
究

に
熱
を
入
れ
て
い
ま
す
。

編
集
後
記

今
年
度
は
、研
究
主
題
に「
未
来
を

拓
く
国
語
教
育
の
創
造
―
思
考
力･

表
現
力
及
び
探
究
力
が
育
つ
言
語
活

動
の
充
実
」
を
掲
げ
、
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
。

九
回
と
な
る
「
ま
な
び
塾
」
は
、

猛
暑
の
中
で
し
た
が
、
二
百
名
を
超

え
る
受
講
者
を
迎
え
て
大
盛
会
に
終

わ
り
ま
し
た
。

単
元
づ
く
り
や
指
導
法
に
つ
い
て

の
演
習
や
講
義
、
本
会
部
員
に
よ
る

実
践
報
告
は
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方

に
と
っ
て
、
児
童
が
主
体
的
意
欲
的

学
び
、
確
か
な
言
葉
の
力
を
実
生
活

に
生
か
す
た
め
の
授
業
改
善
に
つ
な

が
る
実
り
多
い
内
容
で
し
た
。

「
ま
な
び
塾
」
の
講
座
を
参
観
し
、

そ
こ
で
示
さ
れ
た
資
料
を
読
み
返
す

と
二
十
講
座
す
べ
て
に
共
通
す
る
単

元
づ
く
り
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

単
元
学
習
を
通
し
て
身
に
付
い
た

力
は
、
実
生
活
に
生
き
て
働
く
力
に

な
っ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

各
部
会
に
お
い
て
精
力
的
な
研
究

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
二
月
の
研
究
大
会
に
向

け
、
単
元
づ
く
り
を
中
核
と
し
た
研

究
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

町
田
市
立
忠
生
第
三
小
学
校

 

校
長　

西
久
保　

律
子

台
東
支
部

　
「
児
童
に『
主
体
的
に
読
む
力
』を

 

つ
け
さ
せ
る
指
導
の
工
夫
」

東
久
留
米
支
部

　
「
自
分
の
思
い
や
考
え
を
豊
か
に

 

表
現
で
き
る
児
童
の
育
成
」

支
部
だ
よ
り

‒ 8 ‒
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